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『
万
葉
集
』
巻
二
一
〇
七
・
一
〇
八
番
歌
考
伊
藤
好
美
一
、
問
題
の
所
在
〜
巻
二
相
聞
部
所
載
歌
〜
Ａ
大
津
皇
子
、
竊
か
に
伊
勢
神
宮
に
下
り
て
上
り
来
る
時
に
、
大
伯
皇
女
の
作
ら
す
歌
二
首
我
が
背
子
を
大
和
へ
遣
る
と
さ
夜
更
け
て
暁
露
に
我
が
立
ち
濡
れ
し
（
巻
二
・
一
〇
五
）
二
人
行
け
ど
行
き
過
ぎ
難
き
秋
山
を
い
か
に
か
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む
（
巻
二
・
一
〇
六
）
Ｂ
大
津
皇
子
、
石
川
郎
女
に
贈
る
御
歌
一
首
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
我
立
ち
濡
れ
ぬ
山
の
し
づ
く
に
（
巻
二
・
一
〇
七
）
石
川
郎
女
が
和
へ
奉
る
歌
一
首
我
を
待
つ
と
君
が
濡
れ
け
む
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
な
ら
ま
し
も
の
を
（
巻
二
・
一
〇
八
）
Ｃ
大
津
皇
子
、
竊
か
に
石
川
女
郎
に
婚
ふ
時
に
、
津
守
連
通
が
そ
の
事
を
占
へ
露
は
す
に
、
皇
子
の
作
ら
す
歌
一
首
未
詳
大
船
の
津
守
が
占
に
告
ら
む
と
は
ま
さ
し
に
知
り
て
我
が
二
人
寝
し
（
巻
二
・
一
〇
九
）
Ｄ
日
並
皇
子
尊
、
石
川
女
郎
に
贈
り
賜
ふ
御
歌
一
首
女
―１７―
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郎
、
字
を
大
名
児
と
い
ふ
大
名
児
を
彼
方
野
辺
に
刈
る
草
の
束
の
間
も
我
忘
れ
め
や
（
巻
二
・
一
一
〇
）
〜
巻
二
挽
歌
部
所
載
歌
〜
Ｅ
大
津
皇
子
の
薨
ぜ
し
後
に
、
大
伯
皇
女
、
伊
勢
の
斎
宮
よ
り
京
に
上
る
時
に
作
ら
す
歌
二
首
神
風
の
伊
勢
の
国
に
も
あ
ら
ま
し
を
な
に
し
か
来
け
む
君
も
あ
ら
な
く
に
（
巻
二
・
一
六
三
）
見
ま
く
欲
り
我
が
す
る
君
も
あ
ら
な
く
に
な
に
し
か
来
け
む
馬
疲
る
る
に
（
巻
二
・
一
六
四
）
Ｆ
大
津
皇
子
の
屍
を

城
の
二
上
山
に
移
し
葬
る
時
に
、
大
伯
皇
女
の
哀
傷
し
て
作
ら
す
歌
二
首
う
つ
そ
み
の
人
な
る
我
や
明
日
よ
り
は
二
上
山
を
弟
と
我
が
見
む
（
巻
二
・
一
六
五
）
磯
の
上
に
生
ふ
る
あ
し
び
を
手
折
ら
め
ど
見
す
べ
き
君
が
あ
り
と
い
は
な
く
に
（
巻
二
・
一
六
六
）
右
の
一
首
は
、
今
案
ふ
る
に
、
移
し
葬
る
歌
に
似
ず
。
け
だ
し
疑
は
く
は
、
伊
勢
神
宮
よ
り
京
に
還
る
時
に
、
路
の
上
に
花
を
見
て
、
感
傷
哀
咽
し
て
、
こ
の
歌
を
作
れ
る
か
。
〜
巻
三
挽
歌
部
所
載
歌
〜
Ｇ
大
津
皇
子
、
死
を
被
り
し
時
に
、
磐
余
の
池
の
堤
に
し
て
涙
を
流
し
て
作
ら
す
歌
一
首
百
伝
ふ
磐
余
の
池
に
鳴
く
鴨
を
今
日
の
み
見
て
や
雲
隠
り
な
む
（
巻
三
・
四
一
六
）
右
、
藤
原
宮
の
朱
鳥
元
年
の
冬
十
月
右
の
Ａ
〜
Ｇ
は
、「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
と
称
さ
れ
る
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
全
て
事
実
に
基
づ
く
当
事
者
の
実
作
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
歌
群
Ｂ
〜
Ｄ
よ
り
、
大
津
皇
子
謀
反
事
件
の
背
景
に
は
石
川
郎
女
を
め
ぐ
る
大
津
皇
子
と
皇
太
子
・
日
並
皇
子
の
妻
争
い
が
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
に
研
究
史
の
最
初
の
段
階
で
は
、「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
の
歌
々
は
実
作
と
し
て
享
受
さ
れ
て
き
た
注
１
。
こ
の
よ
う
な
、
万
葉
集
の
歌
を
「
実
作
」
と
し
て
読
む
、
と
い
う
研
究
の
流
れ
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
伊
藤
博
氏
の
〈
歌
語
り
論
注
２
〉
で
あ
る
。
伊
藤
氏
は
、
宮
廷
を
舞
台
に
事
件
性
の
あ
る
恋
愛
ば
か
り
が
歌
わ
れ
る
天
智
か
ら
持
統
朝
の
相
聞
歌
群
を
、「
歌
物
語
的
構
想
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
宮
廷
ロ
マ
ン
ス
歌
集
」
と
称
し
た
。
つ
ま
り
、
巻
二
相
聞
部
所
載
歌
の
殆
ど
全
て
が
、
宮
廷
を
舞
台
と
し
た
ロ
マ
ン
ス
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
伊
藤
氏
が
い
う
宮
廷
ロ
マ
ン
ス
は
、
巻
二
編
者
の
時
代
に
宮
廷
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
で
享
受
さ
れ
た
と
見
込
ま
れ
る
。
巻
二
は
、
第
四
十
三
代
天
皇
・
―１８―
元
明
天
皇
の
在
位
期
を
現
在
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
巻
二
相
聞
部
に
収
め
ら
れ
た
作
は
、
元
明
朝
に
お
け
る
貴
族
た
ち
の
社
交
の
場
で
語
ら
れ
て
い
た
「
歌
語
り
」
で
あ
る
と
予
想
で
き
る
。
「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
内
の
作
も
、
Ｇ
を
除
い
て
は
、
全
て
巻
二
所
載
の
歌
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
伊
藤
氏
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
宮
廷
ロ
マ
ン
ス
歌
集
」
の
一
部
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
伊
藤
氏
の
論
を
踏
ま
え
、「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
が
必
ず
し
も
事
実
に
即
さ
な
い
作
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
歌
群
内
の
歌
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
い
か
に
し
て
歌
が
生
ま
れ
た
の
か
と
い
う
考
察
が
必
須
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
、「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
を
通
覧
し
た
い
。
歌
群
内
の
波
線
部
は
人
名
、
二
重
線
部
は
地
名
で
あ
る
。
Ｃ
・
Ｄ
の
二
首
が
「
津
守
」「
大
名
児
」
と
い
う
人
名
を
詠
み
込
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
に
挙
げ
る
駒
木
敏
氏
の
論
が
あ
る
注
３
。
人
名
を
含
む
当
該
の
二
首
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
大
津
皇
子
や
日
並
皇
子
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
第
三
者
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
当
事
者
詠
を
装
う
と
こ
ろ
か
ら
発
想
さ
れ
た
歌
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
人
名
を
詠
み
こ
む
こ
と
で
、「
事
件
」
の
歌
群
た
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
駒
木
氏
が
論
じ
た
、「
当
事
者
詠
を
装
う
こ
と
で
、
事
件
の
歌
群
た
る
こ
と
を
主
張
す
る
」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
人
名
を
詠
み
込
む
こ
と
の
み
で
な
く
、
地
名
で
あ
っ
て
も
同
様
に
言
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
を
見
る
と
、
歌
群
Ｅ
に
詠
ま
れ
る
「
伊
勢
の
国
」
は
、
二
首
の
表
現
主
体
で
あ
る
大
伯
皇
女
が
斎
宮
と
し
て
長
年
奉
仕
し
て
い
た
地
で
あ
り
、
歌
群
Ｆ
で
詠
ま
れ
る
二
上
山
は
刑
死
し
た
大
津
皇
子
が
葬
ら
れ
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
Ｇ
で
詠
ま
れ
る
磐
余
の
地
に
は
、
大
津
皇
子
が
最
期
を
迎
え
た
磐
余
の
長
田
の
家
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
内
に
お
い
て
、
人
名
お
よ
び
地
名
を
詠
み
込
む
歌
は
、「
当
事
者
詠
を
装
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
、「『
事
件
』
の
歌
群
た
る
こ
と
を
主
張
す
る
」、
仮
託
の
要
素
が
強
い
作
だ
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
関
係
歌
群
の
う
ち
、
歌
群
Ｂ
の
み
は
、
人
名
・
地
名
を
歌
に
詠
み
込
ん
で
お
ら
ず
、
大
津
皇
子
謀
反
事
件
に
つ
い
て
語
る
た
め
に
作
ら
れ
た
仮
託
の
作
と
し
て
の
積
極
的
な
要
素
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
歌
群
Ｂ
の
二
首
は
、
そ
も
そ
も
謀
反
事
件
と
は
無
関
係
に
詠
ま
れ
た
歌
を
、
第
三
者
が
転
用
し
た
作
で
あ
る
と
も
推
定
で
き
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
の
一
部
と
し
て
置
か
れ
た
歌
群
Ｂ
の
二
首
に
つ
い
て
、
歌
表
現
か
ら
そ
の
特
質
を
導
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、
二
首
が
い
か
な
る
場
面
で
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
二
首
が
本
来
は
異
な
る
場
面
で
歌
わ
れ
た
歌
の
転
用
で
あ
る
可
能
性
を
追
究
し
て
い
き
―１９―
た
い
と
考
え
て
い
る
。
二
、
男
が
歌
う
「
待
つ
歌
」
歌
群
Ｂ
の
二
首
は
、
男
が
女
へ
の
愛
情
を
歌
い
、
男
の
求
愛
を
女
が
は
ぐ
ら
か
し
て
み
せ
る
歌
で
あ
る
が
、
大
津
皇
子
を
表
現
主
体
と
す
る
一
〇
七
番
歌
が
三
句
目
で
「
妹
待
つ
と
」
と
詠
む
こ
と
か
ら
、
男
が
女
を
待
つ
歌
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
点
が
、
当
該
歌
群
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
妻
問
い
婚
の
時
代
で
あ
っ
た
当
時
、
通
常
は
男
が
女
の
許
を
訪
れ
る
の
で
あ
り
、
待
つ
の
は
常
に
女
の
側
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
女
が
男
を
待
つ
と
歌
う
こ
と
が
恋
歌
の
一
つ
の
類
型
と
し
て
存
在
し
、
万
葉
集
中
で
も
恋
人
の
訪
れ
を
待
つ
女
の
歌
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
、
女
が
歌
う
「
待
つ
歌
」
に
比
べ
数
は
少
な
い
も
の
の
、
男
が
歌
う
「
待
つ
歌
」
も
万
葉
集
中
に
は
存
在
す
る
。
そ
の
全
て
の
例
注
４
を
用
例
１
〜
１８
と
し
て
挙
げ
る
。
ま
ず
は
、
用
例
１
か
ら
７
を
見
て
い
き
た
い
。
１
大
伴
宿

家
持
が
交
遊
と
別
る
る
歌
三
首
（
第
一
首
）
け
だ
し
く
も
人
の
中
言
聞
か
せ
か
も
こ
こ
だ
く
待
て
ど
君
が
来
ま
さ
ぬ
（
巻
四
・
六
八
〇
大
伴
家
持
）
２
越
中
国
守
大
伴
家
持
が
報
へ
贈
る
歌
四
首
（
第
二
首
）
一
、
属
目
し
て
思
ひ
を
発
す
に
答
へ
、
兼
ね
て
遷
任
せ
る
旧
宅
の
西
北
隅
の
桜
樹
を
詠
み
て
云
ふ
我
が
背
子
が
古
き
垣
内
の
桜
花
い
ま
だ
含
め
り
一
目
見
に
来
ね
（
巻
一
八
・
四
〇
七
七
大
伴
家
持
）
３
忌
部
首
黒
麻
呂
、
友
の
遅
く
来
る
こ
と
を
恨
む
る
歌
一
首
山
の
端
に
い
さ
よ
ふ
月
の
出
で
む
か
と
我
が
待
つ
君
が
夜
は
ふ
け
に
つ
つ（
巻
六
・
一
〇
〇
八
忌
部
黒
麻
呂
）
４
大
伴
四
綱
が
宴
席
の
歌
一
首
な
に
す
と
か
使
ひ
の
来
つ
る
君
を
こ
そ
か
に
も
か
く
に
も
待
ち
か
て
に
す
れ
（
巻
四
・
六
二
九
大
伴
四
綱
）
５
九
年
丁
丑
の
春
正
月
に
、
橘
少

并
せ
て
諸
の
大
夫
等
、
弾
正
尹
門
部
王
の
家
に
集
ひ
て
宴
す
る
歌
二
首
（
第
二
首
）
一
昨
日
も
昨
日
も
今
日
も
見
つ
れ
ど
も
明
日
さ
へ
見
ま
く
欲
し
き
君
か
も
（
巻
六
・
一
〇
一
四
橘
文
成
）
右
の
一
首
、
橘
宿

文
成
即
ち
少

の
子
な
り
。
―２０―
６大
伴
四
縄
が
宴
吟
の
歌
一
首
言
繁
み
君
は
来
ま
さ
ず
ほ
と
と
ぎ
す
汝
だ
に
来
鳴
け
朝
戸
開
か
む
（
巻
八
・
一
四
九
九
大
伴
四
縄
）
７
小
治
田
朝
臣
広
耳
が
歌
一
首
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
尾
の
上
の
卯
の
花
の
憂
き
こ
と
あ
れ
や
君
が
来
ま
さ
ぬ（
巻
八
・
一
五
〇
一
小
治
田
広
耳
）
用
例
１
は
、「
こ
こ
だ
く
待
て
ど
君
が
来
ま
さ
ぬ
」
と
詠
ん
で
、
相
手
の
来
訪
が
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
作
者
の
大
伴
家
持
は
、
同
性
の
友
人
か
ら
冷
た
く
さ
れ
た
こ
と
を
寂
し
く
思
い
、
こ
の
歌
を
贈
っ
た
。
家
持
は
、
恋
人
の
来
訪
を
待
ち
わ
び
る
女
の
立
場
で
歌
を
詠
む
こ
と
に
よ
り
、
来
訪
の
な
い
寂
し
さ
を
相
手
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
用
例
２
も
家
持
の
作
で
、
大
伴
池
主
か
ら
の
歌
に
応
え
た
中
の
一
首
で
あ
る
。
通
常
な
ら
ば
、
女
か
ら
恋
人
へ
の
呼
び
掛
け
で
あ
る
「
我
が
背
子
」
と
い
う
語
を
用
い
た
の
は
、
池
主
に
対
す
る
親
愛
の
情
の
深
さ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
用
例
３
は
、
忌
部
黒
麻
呂
が
、
友
人
が
な
か
な
か
来
な
い
こ
と
を
恨
ん
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。「
我
が
待
つ
君
」
と
、
恋
人
の
訪
れ
を
待
つ
女
で
あ
る
か
の
よ
う
な
歌
い
ぶ
り
を
見
せ
る
こ
の
歌
も
、
用
例
１
・
２
と
同
質
の
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
大
伴
四
綱
が
詠
ん
だ
用
例
４
も
、
友
人
の
来
訪
を
待
ち
わ
び
る
心
情
を
、「
君
を
こ
そ
か
に
も
か
く
に
も
待
ち
か
て
に
す
れ
」
と
、
あ
た
か
も
恋
人
を
待
つ
女
の
よ
う
に
歌
う
点
で
、
用
例
１
か
ら
３
と
同
質
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
宴
席
で
の
作
で
あ
る
が
、
宴
席
歌
に
は
、
男
が
「
待
つ
」
こ
と
を
歌
う
作
が
複
数
見
ら
れ
る
。
用
例
５
も
宴
席
歌
で
、
来
客
の
側
で
あ
っ
た
橘
文
成
か
ら
主
人
の
門
部
王
に
向
け
た
挨
拶
の
歌
で
あ
る
。
宴
を
催
し
て
く
れ
た
主
人
へ
の
感
謝
と
好
意
を
恋
心
の
よ
う
に
歌
っ
た
も
の
と
見
え
、
親
愛
の
情
か
ら
恋
歌
の
ご
と
き
様
相
を
呈
す
る
点
は
、
前
述
し
た
用
例
１
か
ら
４
と
共
通
し
て
い
る
。
用
例
６
は
、「
言
繁
み
君
は
来
ま
さ
ず
」
と
の
歌
表
現
に
よ
り
、
ま
る
で
恋
人
の
訪
れ
が
な
い
こ
と
を
憂
う
女
の
作
で
あ
る
か
の
よ
う
な
趣
を
見
せ
る
が
、
題
詞
か
ら
、「
宴
吟
の
歌
」
だ
と
知
れ
る
。
宴
吟
と
は
、
宴
席
で
古
歌
や
民
謡
の
類
を
吟
唱
す
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
用
例
７
は
、
用
例
６
の
二
首
後
に
収
め
ら
れ
た
歌
で
、
こ
れ
も
同
様
に
宴
吟
と
考
え
る
。
男
の
疎
遠
に
対
す
る
女
の
悲
嘆
を
訴
え
る
か
の
よ
う
な
、「
憂
き
こ
と
あ
れ
や
君
が
来
ま
さ
ぬ
」
と
の
歌
表
現
を
持
つ
こ
の
歌
に
は
、
第
三
句
か
ら
結
句
ま
で
が
全
く
同
一
の
類
歌
が
存
在
す
る
注
５
。
用
例
６
・
７
は
、
宴
の
場
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
詠
ま
れ
た
歌
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
続
い
て
は
、
用
例
８
か
ら
１０
を
見
て
い
き
た
い
。
８
好
去
好
来
の
歌
一
首
反
歌
二
首
神
代
よ
り
言
ひ
伝
て
来
ら
く
そ
ら
み
つ
大
和
の
国
は
―２１―
皇
神
の
厳
し
き
国
言
霊
の
幸
は
ふ
国
と
語
り
継
ぎ
言
ひ
継
が
ひ
け
り
今
の
世
の
人
も
こ
と
ご
と
目
の
前
に
見
た
り
知
り
た
り
人
さ
は
に
満
ち
て
は
あ
れ
ど
も
高
光
る
日
の
大
朝
廷
神
な
が
ら
愛
で
の
盛
り
に
天
の
下
奏
し
た
ま
ひ
し
家
の
子
と
選
ひ
た
ま
ひ
て
勅
旨
〈
反
し
て
、
大
命
と
云
ふ
〉
戴
き
持
ち
て
唐
の
遠
き
境
に
遣
は
さ
れ
罷
り
い
ま
せ
海
原
の
辺
に
も
沖
に
も
神
留
ま
り
う
し
は
き
い
ま
す
諸
の
大
御
神
た
ち
船
舳
に
〈
反
し
て
、
ふ
な
の
へ
に
と
云
ふ
〉
導
き
ま
を
し
天
地
の
大
御
神
た
ち
大
和
の
大
国
御
魂
ひ
さ
か
た
の
天
の
み
空
ゆ
天
翔
り
見
渡
し
た
ま
ひ
事
終
は
り
帰
ら
む
日
に
は
ま
た
更
に
大
御
神
た
ち
船
舳
に
御
手
う
ち
掛
け
て
墨
縄
を
延
へ
た
る
ご
と
く
あ
ぢ
か
を
し
値
嘉
の
岫
よ
り
大
伴
の
三
津
の
浜
辺
に
直
泊
て
に
御
船
は
泊
て
む
つ
つ
み
な
く
幸
く
い
ま
し
て
は
や
帰
り
ま
せ
（
巻
五
・
八
九
四
山
上
憶
良
）
反
歌
大
伴
の
三
津
の
松
原
掻
き
掃
き
て
我
立
ち
待
た
む
は
や
帰
り
ま
せ
（
巻
五
・
八
九
五
山
上
憶
良
）
難
波
津
に
御
船
泊
て
ぬ
と
聞
こ
え
来
ば
紐
解
き
放
け
て
立
ち
走
り
せ
む
（
巻
五
・
八
九
六
山
上
憶
良
）
天
平
五
年
三
月
一
日
に
、
良
の
宅
に
し
て
対
面
し
、
献
る
は
三
日
な
り
。
山
上
憶
良
謹
上
大
唐
大
使

記
室
９
天
平
五
年
癸
酉
の
春
閏
三
月
に
、
笠
朝
臣
金
村
が
入
唐
使
に
贈
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
玉
だ
す
き
か
け
ぬ
時
な
く
息
の
緒
に
我
が
思
ふ
君
は
う
つ
せ
み
の
世
の
人
な
れ
ば
大
君
の
命
恐
み
夕
さ
れ
ば
鶴
が
妻
呼
ぶ
難
波
潟
三
津
の
崎
よ
り
大
船
に
ま
梶
し
じ
貫
き
白
波
の
高
き
荒
海
を
島
伝
ひ
い
別
れ
行
か
ば
留
ま
れ
る
我
は
幣
引
き
斎
ひ
つ
つ
君
を
ば
遣
ら
む
は
や
帰
り
ま
せ
（
巻
八
・
一
四
五
三
笠
金
村
）
反
歌
波
の
上
ゆ
見
ゆ
る
小
島
の
雲
隠
り
あ
な
息
づ
か
し
相
別
れ
な
ば
（
巻
八
・
一
四
五
四
笠
金
村
）
た
ま
き
は
る
命
に
向
か
ひ
恋
ひ
む
ゆ
は
君
が
み
船
の
梶
柄
に
も
が
（
巻
八
・
一
四
五
五
笠
金
村
）
１０
四
年
壬
申
、
藤
原
宇
合

、
西
海
道
の
節
度
使
に
遣
は
さ
る
る
時
に
、
高
橋
連
虫
麻
呂
が
作
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
白
雲
の
竜
田
の
山
の
露
霜
に
色
付
く
時
に
う
ち
越
―２２―
え
て
旅
行
く
君
は
五
百
重
山
い
行
き
さ
く
み
賊
守
る
筑
紫
に
至
り
山
の
そ
き
野
の
そ
き
見
よ
と
伴
の
部
を
班
ち
遣
は
し
山
彦
の
応
へ
む
極
み
た
に
ぐ
く
の
さ
渡
る
極
み
国
状
を
見
し
た
ま
ひ
て
冬
ご
も
り
春
さ
り
行
か
ば
飛
ぶ
鳥
の
早
く
来
ま
さ
ね
竜
田
道
の
岡
辺
の
道
に
丹
つ
つ
じ
の
に
ほ
は
む
時
の
桜
花
咲
き
な
む
時
に
山
た
づ
の
迎
へ
参
ゐ
出
む
君
が
来
ま
さ
ば
（
巻
六
・
九
七
一
高
橋
虫
麻
呂
）
反
歌
一
首
千
万
の
軍
な
り
と
も
言
挙
げ
せ
ず
取
り
て
来
ぬ
べ
き
士
と
そ
思
ふ
（
巻
六
・
九
七
二
高
橋
虫
麻
呂
）
右
、
補
任
の
文
に
検
す
に
、
八
月
十
七
日
に
東
山
・
山
陰
・
西
海
の
節
度
使
を
任
ず
。
用
例
８
の
長
反
歌
は
、
山
上
憶
良
が
遣
唐
大
使
・
丹
治
比
広
成
に
贈
っ
た
餞
の
歌
で
あ
る
。
長
歌
の
結
び
と
反
歌
一
首
目
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
「
は
や
帰
り
ま
せ
」
の
句
で
、
広
成
の
無
事
の
帰
国
を
待
ち
わ
び
る
心
情
を
表
現
し
、
反
歌
二
首
目
で
、
帰
国
の
際
に
は
「
紐
解
き
放
け
て
立
ち
走
り
せ
む
」
と
詠
む
。
長
歌
に
見
え
る
よ
う
に
「
つ
つ
み
な
く
幸
く
い
ま
し
て
」
と
、
旅
の
無
事
を
祈
り
な
が
ら
帰
国
を
待
ち
、
船
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
「
着
物
の
帯
紐
も
結
ぶ
の
も
も
ど
か
し
い
ほ
ど
に
、
急
い
で
お
迎
え
に
駆
け
つ
け
ま
す
」
と
は
、
ま
る
で
恋
人
の
帰
り
を
待
つ
女
の
よ
う
で
あ
る
。
続
く
用
例
９
に
挙
げ
る
笠
金
村
の
長
反
歌
も
ま
た
、
丹
治
比
広
成
へ
の
歌
で
あ
る
。
用
例
８
・
９
は
、
遣
唐
使
餞
別
の
宴
で
詠
ま
れ
た
歌
な
の
で
あ
ろ
う
。
９
の
長
歌
は
「
我
は
幣
引
き
斎
ひ
つ
つ
君
を
ば
遣
ら
む
は
や
帰
り
ま
せ
」
と
詠
む
が
、
幣
を
引
き
神
に
手
向
け
て
無
事
を
祈
る
の
は
、
家
で
夫
の
帰
り
を
待
つ
妻
の
役
目
で
あ
る
。
更
に
、
反
歌
に
お
け
る
「
あ
な
息
づ
か
し
相
別
れ
な
ば
」
や
「
恋
ひ
む
ゆ
は
君
が
み
船
の
梶
柄
に
も
が
」
と
の
歌
い
ぶ
り
は
、
夫
を
送
り
出
す
妻
の
心
情
そ
の
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
歌
表
現
か
ら
は
、
憶
良
や
金
村
が
、
恋
人
も
し
く
は
妻
の
立
場
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
ま
た
、
用
例
１０
は
、
西
海
道
の
節
度
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
藤
原
宇
合
に
向
け
て
、
高
橋
虫
麻
呂
が
詠
ん
だ
長
反
歌
で
あ
る
。
こ
の
長
歌
で
も
「
早
く
来
ま
さ
ね
」「
山
た
づ
の
迎
へ
参
ゐ
出
む
」
と
、
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
心
情
を
歌
っ
て
い
る
。
結
句
の
「
君
が
来
ま
さ
ば
」
と
の
歌
表
現
は
、
恋
人
を
待
つ
女
の
立
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
挙
げ
た
用
例
８
か
ら
１０
は
、
い
ず
れ
も
餞
別
歌
で
あ
る
。
送
る
側
・
送
ら
れ
る
側
が
共
に
男
で
は
あ
る
も
の
の
、
送
り
出
す
側
は
、
旅
の
無
事
を
祈
り
、
男
の
帰
り
を
待
ち
わ
び
る
女
の
立
場
と
な
っ
て
歌
を
詠
む
の
で
あ
る
。
男
が
同
性
の
相
手
に
恋
情
表
現
を
用
い
て
歌
を
詠
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
野
正
美
氏
の
論
を
参
考
に
し
た
い
。
高
野
氏
の
論
に
お
い
て
重
要
と
な
る
の
は
、
大
伴
旅
人
が
大
―２３―
宰
府
か
ら
上
京
す
る
と
き
に
沙
弥
満
誓
と
交
わ
し
た
贈
答
歌
で
あ
る
。
大
宰
帥
大
伴

の
京
に
上
り
し
後
に
、
沙
弥
満
誓
、

に
贈
る
歌
二
首
ま
そ
鏡
見
飽
か
ぬ
君
に
後
れ
て
や
朝
夕
に
さ
び
つ
つ
居
ら
む
（
巻
四
・
五
七
二
沙
弥
満
誓
）
ぬ
ば
た
ま
の
黒
髪
変
は
り
白
け
て
も
痛
き
恋
に
は
あ
ふ
時
あ
り
け
り
（
巻
四
・
五
七
三
沙
弥
満
誓
）
大
納
言
大
伴

の
和
ふ
る
歌
二
首
こ
こ
に
あ
り
て
筑
紫
や
い
づ
ち
白
雲
の
た
な
び
く
山
の
方
に
し
あ
る
ら
し
（
巻
四
・
五
七
四
大
伴
旅
人
）
草
香
江
の
入
江
に
あ
さ
る
葦
鶴
の
あ
な
た
づ
た
づ
し
友
な
し
に
し
て
（
巻
四
・
五
七
五
大
伴
旅
人
）
高
野
氏
は
右
の
歌
群
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
た
注
６
。
現
地
で
の
両
者
の
交
流
は
不
明
だ
が
、
こ
の
贈
答
歌
か
ら
み
て
親
交
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
は
別
当
と
帥
と
い
う
公
的
な
関
係
と
し
て
で
は
な
く
、
鄙
に
あ
っ
て
雅
び
を
共
有
す
る
仲
間
と
し
て
の
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
点
は
「
見
飽
か
ぬ
君
」「
痛
き
恋
」
と
い
う
、
多
く
異
性
間
で
用
い
ら
れ
る
誇
張
さ
れ
た
親
愛
の
こ
と
ば
に
示
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
儀
礼
的
な
関
係
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
く
だ
け
た
表
現
は
か
え
っ
て
礼
を
失
す
る
こ
と
に
な
る
。
対
す
る
旅
人
も
「
友
無
し
」
と
応
じ
て
お
り
、「
友
」
と
し
て
の
交
流
を
前
提
と
し
て
の
贈
答
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
高
野
氏
の
論
を
踏
ま
え
る
と
、
大
伴
旅
人
や
沙
弥
満
誓
と
い
っ
た
貴
族
た
ち
は
、
親
愛
の
情
を
伝
え
る
た
め
に
、
同
性
同
士
で
あ
っ
て
も
恋
情
表
現
を
用
い
て
歌
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
用
例
１
か
ら
１０
の
作
者
を
通
覧
し
て
み
る
。
す
る
と
、
そ
の
作
者
層
は
万
葉
後
期
の
名
の
知
れ
た
貴
族
た
ち
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
歌
は
、
貴
族
た
ち
が
社
交
の
場
に
お
い
て
、
相
手
に
親
愛
の
情
を
示
す
た
め
に
詠
ん
だ
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
三
、
山
中
で
の
逢
瀬
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
男
が
詠
む
「
待
つ
歌
」
は
交
友
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、「
待
つ
」
相
手
が
恋
人
で
な
い
も
の
が
圧
倒
的
多
数
と
な
る
。
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
た
歌
を
見
て
も
、
男
が
、
恋
の
状
況
下
で
女
を
待
つ
こ
と
を
詠
む
歌
は
、
次
に
挙
げ
る
用
例
１１
か
ら
１８
の
僅
か
八
例
に
限
ら
れ
る
。
１１
妹
待
つ
と
三
笠
の
山
の
山
菅
の
止
ま
ず
や
恋
ひ
む
命
死
な
ず
は
（
巻
一
二
・
三
〇
六
六
寄
物
陳
思
）
１２
道
の
辺
の
草
を
冬
野
に
踏
み
枯
ら
し
我
立
ち
待
つ
と
妹
に
告
げ
こ
そ
（
巻
一
一
・
二
七
七
六
寄
物
陳
思
）
１３
上
野
乎
度
の
多
杼
里
が
川
路
に
も
児
ら
は
逢
は
な
も
ひ
と
り
の
み
し
て
（
巻
一
四
・
三
四
〇
五
東
歌
）
―２４―
１４
今
日
も
か
も
都
な
り
せ
ば
見
ま
く
欲
り
西
の
御
馬
屋
の
外
に
立
て
ら
ま
し（
巻
一
五
・
三
七
七
六
中
臣
宅
守
）
１５
遅
速
も
汝
を
こ
そ
待
た
め
向
つ
峰
の
椎
の
小
枝
の
逢
ひ
は
違
は
じ
（
巻
一
四
・
三
四
九
三
東
歌
）
１６
か
く
だ
に
も
妹
を
待
ち
な
む
さ
夜
更
け
て
出
で
来
し
月
の
傾
く
ま
で
に
（
巻
一
一
・
二
八
二
〇
問
答
）
１６’
木
の
間
よ
り
移
ろ
ふ
月
の
影
を
惜
し
み
立
ち
も
と
ほ
る
に
さ
夜
更
け
に
け
り
（
巻
一
一
・
二
八
二
一
問
答
）
１７
あ
し
ひ
き
の
山
よ
り
出
づ
る
月
待
つ
と
人
に
は
言
ひ
て
妹
待
つ
我
を
（
巻
一
二
・
三
〇
〇
二
寄
物
陳
思
）
１８
筑
波
嶺
に
登
り
て

歌
会
を
為
る
日
に
作
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
鷲
の
住
む
筑
波
の
山
の
裳
羽
服
津
の
そ
の
津
の
上
に
率
ひ
て
娘
子
壮
士
の
行
き
集
ひ
か
が
ふ

歌
に
人
妻
に
我
も
交
は
ら
む
我
が
妻
に
人
も
言
問
へ
こ
の
山
を
う
し
は
く
神
の
昔
よ
り
禁
め
ぬ
行
事
ぞ
今
日
の
み
は
め
ぐ
し
も
な
見
そ
事
も
咎
む
な
〈

歌
は
、
東
の
俗
の
語
に
か
が
ひ
と
曰
ふ
〉
（
巻
九
・
一
七
五
九
虫
麻
呂
歌
集
）
反
歌
男
神
に
雲
立
ち
登
り
し
ぐ
れ
降
り
濡
れ
通
る
と
も
我
帰
ら
め
や
（
巻
九
・
一
七
六
〇
虫
麻
呂
歌
集
）
右
の
件
の
歌
は
、
高
橋
連
虫
麻
呂
が
歌
集
の
中
に
出
で
た
り
。
用
例
１１
の
「
妹
待
つ
と
」
の
句
は
、「
三
笠
」
の
枕
詞
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、「
妹
」
即
ち
恋
愛
関
係
に
あ
る
女
を
待
つ
と
き
に
笠
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
、「
三
笠
」
の
語
を
導
き
出
す
枕
詞
が
「
妹
待
つ
と
」
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
笠
が
必
要
と
い
う
こ
と
か
ら
、
男
が
恋
人
を
待
つ
場
所
は
屋
外
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
用
例
１２
か
ら
１８
を
見
て
い
き
た
い
。
用
例
１２
は
、
恋
人
を
待
ち
あ
ぐ
ね
、
同
じ
道
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
こ
に
生
え
て
い
た
草
を
踏
み
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
男
の
歌
で
あ
る
。「
草
を
冬
野
に
踏
み
枯
ら
し
」
の
歌
表
現
に
よ
り
、
男
が
屋
外
で
女
を
待
っ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
用
例
１３
は
、「
川
路
に
も
児
ら
は
逢
は
な
も
」
と
、
男
が
川
辺
で
女
を
待
っ
て
い
た
こ
と
を
歌
う
。
そ
し
て
、
用
例
１４
は
「
西
の
御
馬
屋
の
外
に
立
て
ら
ま
し
」
と
の
句
か
ら
、
表
現
主
体
で
あ
る
中
臣
宅
守
が
馬
屋
の
外
に
立
っ
て
恋
人
を
待
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
続
く
用
例
１５
の
三
・
四
句
目
に
見
え
る
「
向
つ
峰
の
椎
の
小
枝
の
」
の
句
は
「
逢
う
」
の
序
詞
で
、
交
差
し
合
う
小
枝
を
「
逢
う
」
こ
と
に
掛
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
句
に
よ
り
、
表
現
主
体
で
あ
る
―２５―
男
は
、
向
か
い
の
峰
に
生
え
て
い
る
椎
の
木
が
見
え
る
よ
う
な
屋
外
に
い
た
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
用
例
１６
・
１７
は
、
表
現
主
体
の
男
が
屋
外
に
い
る
と
明
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
二
首
と
も
月
を
視
界
に
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
男
は
屋
外
に
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
問
答
歌
で
あ
る
１６
に
は
返
歌
が
あ
る
。
１６’
と
し
て
挙
げ
る
そ
れ
は
、
表
現
主
体
の
女
が
「
月
に
見
惚
れ
て
歩
き
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
す
っ
か
り
夜
が
更
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
述
べ
る
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
男
は
待
ち
ぼ
う
け
を
食
わ
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
判
断
で
き
る
。
妻
問
い
婚
の
通
例
に
反
し
て
男
が
女
を
待
つ
側
と
な
る
場
合
、
逢
瀬
の
場
所
は
屋
外
で
あ
る
ほ
か
な
い
。
用
例
１７
も
、
女
の
家
を
訪
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
男
が
、
屋
外
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
で
恋
し
い
女
を
待
っ
て
い
る
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
恋
の
状
況
下
で
男
が
女
を
待
つ
こ
と
を
詠
む
歌
は
、
い
ず
れ
も
男
が
屋
外
で
女
を
待
つ
歌
と
な
っ
て
い
る
。
男
が
待
つ
側
と
な
る
場
合
、
そ
の
場
所
は
必
然
的
に
屋
外
に
な
る
と
い
う
事
実
が
、
用
例
１１
が
示
す
よ
う
に
「
妹
待
つ
と
」
と
い
う
歌
表
現
が
「
三
笠
」
の
枕
詞
に
な
っ
た
由
来
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
用
例
１１
か
ら
１７
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
が
、
万
葉
集
中
に
も
数
少
な
い
男
が
女
を
待
つ
恋
歌
の
中
で
も
特
に
異
質
と
言
え
る
の
が
、
用
例
１８
の
短
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
長
歌
の
題
詞
に
よ
り
、
筑
波
山
で
の
歌
垣
に
際
し
て
の
作
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
る
。
短
歌
で
「
男
神
」
と
詠
ま
れ
る
の
は
筑
波
山
の
西
側
の
山
頂
で
あ
る
男
体
山
で
あ
り
、
表
現
主
体
は
筑
波
山
で
の
歌
垣
に
参
加
し
た
男
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
男
が
短
歌
中
、「
し
ぐ
れ
降
り
濡
れ
通
る
と
も
我
帰
ら
め
や
」
と
詠
む
点
に
関
し
て
は
、「
楽
し
い
か
ら
帰
ら
な
い
の
だ
」
と
、「
ま
だ
楽
し
ん
で
い
な
い
か
ら
帰
ら
な
い
の
だ
」
と
い
う
、
二
通
り
の
解
釈
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
の
解
釈
を
採
る
か
に
つ
い
て
は
、
次
に
挙
げ
る
歌
を
参
考
に
し
た
い
。
夫
れ
筑
波
岳
は
、
高
く
雲
に
秀
で
に
た
り
。
最
頂
は
西
の
峰
は
崢

し
く
、
雄
の
神
と
謂
ひ
て
登
臨
ら
し
め
ず
。
但
、
東
の
峰
は
四
方
に
磐
石
あ
れ
ど
も
、
升
陟
る
ひ
と


し
。
そ
の
側
の
流
る
る
泉
は
、
冬
も
夏
も
絶
え
ず
。
坂
よ
り
已
東
の
諸
国
の
男
も
女
も
、
春
の
花
の
開
く
時
、
秋
の
葉
の
黄
た
る
節
に
、
相
携
ひ
駢

り
、
飲
食
を
齎
賚
て
、
騎
よ
り
歩
よ
り
登
臨
り
、
遊
樂
し
み
栖
遅
ふ
。
其
の
唱
に
曰
は
く
、
筑
波
嶺
に
逢
は
む
と
言
ひ
し
子
は
誰
が
言
聞
け
ば
か
嶺
逢
は
ず
け
む
筑
波
嶺
に
廬
り
て
妻
な
し
に
我
が
寝
む
夜
ろ
は
は
や
も
明
け
ぬ
か
も
詠
へ
る
歌
甚
多
に
し
て
載
筆
る
に
勝
へ
ず
。
俗
の
諺
に
云
へ
ら
く
、
筑
波
峰
の
会
に
娉
の
財
を
得
ざ
れ
ば
、
児
女
と
為
ず
と
い
へ
り
。
右
は
、
常
陸
国
風
土
記
に
収
め
ら
れ
た
筑
波
山
で
の
歌
垣
の
歌
で
―２６―
あ
る
。
歌
垣
の
本
義
は
、
農
作
物
の
豊
作
と
人
間
の
繁
栄
を
予
祝
す
る
こ
と
に
あ
る
。
渡
邊
昭
五
氏
は
歌
垣
の
意
義
に
つ
い
て
、「
男
女
の
性
の
交
渉
は
、
神
迎
え
の
斎
場
で
行
わ
れ
た
場
合
、
穀
物
の
実
り
を
も
た
ら
す
。
そ
の
斎
場
は
、
穀
物
の
結
実
を
目
的
と
し
た
一
年
の
折
目
々
々
に
あ
る
。
こ
の
穀
物
へ
の
感
染
が
、
歌
垣
の
信
仰
で
あ
」
る
と
論
じ
た
注
７
。
男
女
の
交
渉
が
豊
作
を
招
く
予
祝
的
行
為
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、「
筑
波
峰
の
会
に
娉
の
財
を
得
ざ
れ
ば
、
児
女
と
為
ず
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
俗
諺
か
ら
は
、
歌
垣
の
場
に
お
い
て
、
結
婚
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
右
の
風
土
記
歌
謡
の
表
現
主
体
で
あ
る
男
は
、
歌
垣
に
参
加
し
た
も
の
の
、
妻
と
な
る
女
に
巡
り
会
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
土
橋
寛
氏
は
、「
恋
の
不
幸
を
『
軽
い
ユ
ー
モ
ア
』
と
い
う
よ
り
は
、
あ
ほ
ら
し
さ
と
し
て
歌
っ
て
い
る
と
思
う
」
と
述
べ
た
注
８
。
そ
し
て
、
こ
の
土
橋
氏
の
論
を
受
け
、
浅
見
徹
氏
は
用
例
１８
の
短
歌
を
、「
も
て
な
い
男
へ
の
か
ら
か
い
歌
と
し
て
の
様
相
が
濃
い
も
の
」
と
論
じ
た
注
９
。
筑
波
山
で
の
歌
垣
を
詠
む
右
の
風
土
記
歌
謡
か
ら
考
え
る
と
、
用
例
１８
の
短
歌
は
、「
ま
だ
楽
し
ん
で
い
な
い
か
ら
帰
ら
な
い
の
だ
」
と
歌
っ
て
、
未
だ
に
現
れ
な
い
妻
と
な
る
女
を
山
中
で
待
ち
続
け
る
男
の
作
と
解
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
風
土
記
歌
謡
お
よ
び
用
例
１８
の
短
歌
に
よ
り
、
筑
波
山
で
の
歌
垣
の
歌
に
は
、
女
と
の
逢
瀬
が
叶
わ
ず
待
ち
ぼ
う
け
を
食
わ
さ
れ
る
男
が
テ
ー
マ
化
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
用
例
１１
か
ら
１８
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
を
一
旦
ま
と
め
て
み
た
い
。
妻
問
い
婚
の
時
代
で
あ
っ
た
当
時
、
男
が
女
の
家
へ
の
来
訪
を
許
さ
れ
な
い
場
合
、
逢
瀬
の
場
所
は
屋
外
と
な
る
。
通
常
な
ら
ば
、
家
に
居
る
女
が
男
の
訪
れ
を
待
つ
の
で
あ
る
が
、
屋
外
で
の
逢
瀬
の
場
合
は
、
男
が
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
現
わ
れ
る
女
を
待
つ
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
男
が
女
を
待
つ
歌
は
必
然
的
に
、
男
が
「
屋
外
」
で
女
を
待
つ
歌
と
な
る
。
但
し
、
上
代
歌
謡
や
万
葉
集
を
通
覧
す
る
限
り
、
男
が
「
山
」
で
女
を
待
つ
と
い
う
歌
表
現
は
、
歌
群
Ｂ
の
一
〇
七
番
歌
を
除
く
と
、
前
述
し
た
常
陸
国
風
土
記
所
載
の
歌
謡
と
、
用
例
１８
の
短
歌
と
の
二
例
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
二
例
は
い
ず
れ
も
筑
波
山
で
の
歌
垣
と
い
う
場
面
設
定
の
も
と
に
詠
ま
れ
た
作
で
あ
る
。
従
っ
て
、
山
中
で
の
逢
瀬
と
い
う
歌
表
現
は
、
山
が
男
女
の
恋
愛
の
場
と
な
る
、「
山
で
の
歌
垣
」
と
い
う
非
日
常
的
な
行
事
の
中
で
の
み
生
ま
れ
得
る
表
現
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
歌
群
Ｂ
は
、「
あ
し
ひ
き
の
山
の
し
づ
く
に
妹
待
つ
と
」
と
の
句
か
ら
、
表
現
主
体
で
あ
る
大
津
皇
子
が
石
川
郎
女
を
待
っ
て
い
た
場
所
は
山
中
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
当
該
歌
群
は
、
男
が
「
山
」
で
女
を
待
つ
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
山
で
の
歌
垣
」
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
歌
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
注
１０
。
当
該
二
首
は
「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
内
に
配
置
さ
れ
、
謀
反
事
件
に
関
係
の
あ
る
歌
と
し
て
享
受
さ
―２７―
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
山
」
で
の
逢
瀬
と
い
う
非
日
常
的
な
場
面
を
詠
む
歌
表
現
か
ら
考
え
る
と
、
二
首
の
本
質
は
「
山
で
の
歌
垣
の
歌
」
に
あ
る
と
言
え
、
謀
反
事
件
と
は
全
く
無
関
係
に
詠
ま
れ
た
歌
を
、
第
三
者
が
転
用
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
注
１１
。
さ
て
、
こ
の
二
首
に
歌
垣
の
歌
の
発
想
が
あ
る
と
の
指
摘
は
、
従
来
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
橋
本
達
雄
氏
は
、
当
該
二
首
は
、
「
歌
垣
の
応
酬
に
源
を
発
す
る
掛
け
合
い
の
伝
統
を
引
く
相
聞
」
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
注
１２
。
た
し
か
に
、
歌
垣
の
歌
の
応
酬
を
源
と
す
る
掛
け
合
い
の
歌
は
繰
り
返
し
の
表
現
が
多
く
注
１３
、
そ
の
点
で
も
当
該
二
首
に
歌
垣
の
歌
の
発
想
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
繰
り
返
し
と
い
う
形
式
上
の
問
題
か
ら
当
該
二
首
に
は
歌
垣
の
歌
の
発
想
が
あ
る
と
論
じ
る
先
行
研
究
に
対
し
、
本
稿
は
、
一
〇
七
番
歌
が
「
男
が
山
で
女
を
待
つ
歌
」
で
あ
る
と
い
う
点
に
着
目
し
て
二
首
を
考
察
し
て
き
た
。
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
男
が
山
で
女
を
待
つ
」
と
い
う
歌
表
現
は
、
歌
の
表
現
世
界
に
お
い
て
は
極
め
て
非
日
常
的
な
も
の
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
用
例
１８
の
長
歌
で
は
、「
こ
の
山
を
う
し
は
く
神
の
昔
よ
り
禁
め
ぬ
行
事
ぞ
」
と
歌
う
。
「
神
」
の
「
禁
め
」
を
歌
う
こ
と
か
ら
も
、「
男
が
山
で
女
を
待
つ
」
行
為
は
本
来
、
非
日
常
的
で
あ
り
、
か
つ
、
禁
忌
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現
を
持
つ
歌
を
「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
に
取
り
込
む
の
は
、
大
津
皇
子
と
石
川
郎
女
と
の
関
係
が
非
日
常
性
・
禁
忌
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、
表
面
的
に
は
、
大
津
皇
子
と
石
川
郎
女
が
人
目
を
忍
ぶ
仲
で
あ
る
が
ゆ
え
に
山
中
で
逢
う
と
い
う
解
釈
も
成
立
す
る
が
、
そ
れ
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
二
人
の
恋
が
極
め
て
非
日
常
的
で
あ
り
、
禁
忌
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、「
山
で
の
歌
垣
の
歌
」
の
発
想
を
取
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
―
歌
群
配
列
の
必
然
性
―
こ
こ
ま
で
、
当
該
二
首
は
「
山
で
の
歌
垣
の
歌
」
の
発
想
を
借
り
る
こ
と
で
、
大
津
皇
子
と
石
川
郎
女
と
の
恋
が
非
日
常
的
か
つ
禁
忌
に
触
れ
る
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
述
べ
て
き
た
。
最
後
に
、
当
該
二
首
が
「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
内
の
歌
群
Ｂ
の
位
置
に
あ
る
こ
と
の
意
義
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
は
、
伊
勢
を
訪
れ
た
大
津
皇
子
の
帰
京
を
、
姉
で
あ
る
大
伯
皇
女
が
見
送
る
歌
群
Ａ
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
大
津
皇
子
が
石
川
郎
女
を
「
山
」
で
待
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
歌
表
現
か
ら
、
二
人
の
関
係
が
非
日
常
的
で
禁
忌
性
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
歌
群
Ｂ
を
経
て
、
Ｃ
の
歌
は
、
決
し
て
露
見
し
て
は
な
ら
な
い
は
ず
の
二
人
の
仲
が
「
占
へ
露
は
」
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
禁
忌
で
あ
る
二
人
の
仲
が
暴
か
れ
る
と
い
う
緊
迫
感
の
中
、
続
く
Ｄ
の
歌
で
、
石
川
郎
女
が
実
は
皇
太
子
の
思
い
人
―２８―
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
歌
群
Ｂ
よ
り
示
唆
さ
れ
て
き
た
禁
忌
の
よ
っ
て
来
た
る
所
以
が
、
大
津
皇
子
と
皇
太
子
と
の
対
立
構
造
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
歌
の
享
受
者
は
も
う
一
度
、
冒
頭
に
置
か
れ
た
歌
群
Ａ
を
振
り
返
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
弟
を
見
送
る
大
伯
皇
女
の
歌
は
、
大
津
皇
子
と
皇
太
子
と
の
対
立
関
係
を
語
る
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
と
併
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
で
、
謀
反
決
行
直
前
の
歌
と
し
て
享
受
さ
れ
る
流
れ
と
な
り
、
そ
の
緊
迫
感
を
よ
り
一
層
強
め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
享
受
者
は
Ａ
の
歌
群
を
最
初
に
見
る
の
で
は
あ
る
が
、
続
け
て
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
の
題
詞
に
置
か
れ
る
「
竊
」
の
文
字
に
込
め
ら
れ
た
禁
忌
侵
犯
の
意
味
注
１４
を
、
改
め
て
理
解
す
る
運
び
と
な
る
。
即
ち
、
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
が
読
み
手
に
与
え
る
緊
迫
感
は
、
非
日
常
性
・
禁
忌
性
を
示
唆
す
る
歌
群
Ｂ
に
発
す
る
と
言
え
る
。
歌
群
Ｂ
は
、「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
詩
群
」
と
し
て
並
べ
ら
れ
た
歌
々
の
背
後
に
、
非
日
常
的
か
つ
禁
忌
性
を
帯
び
た
恋
愛
の
要
素
を
付
与
す
る
。
そ
し
て
、
当
該
二
首
が
Ｂ
の
位
置
に
配
列
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
件
性
を
帯
び
た
緊
迫
感
が
関
係
歌
群
全
体
に
及
ん
で
い
る
。
歌
群
Ｂ
の
配
列
は
、「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
内
に
必
然
性
を
持
っ
て
な
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
注
１
「
大
津
皇
子
謀
反
事
件
関
係
歌
群
」
の
歌
々
は
実
作
で
あ
る
と
す
る
説
に
、
金
子
元
臣
氏
『
萬
葉
集
評
釈
第
一
冊
』（
明
治
書
院
一
九
三
五
・
一
）、
窪
田
空
穂
氏
『
萬
葉
集
評
釈
第
一
巻
』
（
東
京
堂
一
九
四
三
・
六
）、
吉
永
登
氏
「
大
津
皇
子
と
そ
の
政
治
的
背
景
」（『
萬
葉
―
文
学
と
歴
史
の
あ
い
だ
』
創
元
社
一
九
六
七
・
二
、
初
出
「
日
本
文
学
」
一
九
五
六
・
一
）
等
が
あ
る
。
２
伊
藤
博
氏
「
巻
二
磐
姫
皇
后
歌
の
場
合
」（『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
上
』
塙
書
房
一
九
七
四
・
九
、
初
出
「
磐
姫
皇
后
の
場
合
」﹇「
国
語
国
文
」
二
九
四
一
九
五
九
・
二
﹈）
３
駒
木
敏
氏
「
万
葉
歌
に
お
け
る
人
名
表
現
の
傾
向
」（
小
島
憲
之
監
修
・
伊
藤
博
ほ
か
編
『
万
葉
集
研
究
第
二
十
集
』
塙
書
房
一
九
九
四
・
六
）
４
男
が
歌
う
「
待
つ
歌
」
に
は
、
次
に
挙
げ
る
巻
九
・
一
七
六
四
番
歌
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
藤
原
房
前
が
織
女
の
立
場
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
表
現
主
体
が
女
性
と
な
る
の
で
別
扱
い
と
す
る
。
七
夕
の
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
ひ
さ
か
た
の
天
の
川
に
上
つ
瀬
に
玉
橋
渡
し
下
つ
瀬
に
舟
を
浮
け
据
ゑ
雨
降
り
て
風
吹
か
ず
と
も
風
吹
き
て
雨
降
ら
ず
と
も
裳
濡
ら
さ
ず
止
ま
ず
来
ま
せ
と
玉
橋
渡
す
（
巻
九
・
一
七
六
四
藤
原
房
前
）
５
う
ぐ
ひ
す
の
通
ふ
垣
根
の
卯
の
花
の
憂
き
こ
と
あ
れ
や
君
が
来
ま
さ
ぬ
（
巻
一
〇
・
一
九
八
八
）
６
高
野
正
美
氏
「
貴
族
和
歌
―
宴
と
遊
覧
の
様
相
―
」（『
万
葉
歌
の
形
成
と
形
象
』
笠
間
書
院
一
九
九
四
・
一
一
）
７
渡
邊
昭
五
氏
「
歌
垣
の
問
題
点
―
序
文
の
か
わ
り
に
」（『
歌
垣
―２９―
の
民
俗
学
的
研
究
』
白
帝
社
一
九
六
七
・
三
）
８
土
橋
寛
氏
「
古
代
歌
謡
論
」（『
古
代
歌
謡
論
』
三
一
書
房
一
九
六
〇
・
一
一
）
９
浅
見
徹
氏
「
筑
波
山
に
登
り
て
か
が
ひ
を
す
る
歌
」（
神
野
志
隆
光
編
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
第
七
巻
山
部
赤
人
・
高
橋
虫
麻
呂
』
和
泉
書
院
二
〇
〇
一
・
九
）
１０
山
で
の
歌
垣
は
、
風
土
記
（
逸
文
）
に
よ
り
、
摂
津
国
雄
伴
郡
お
よ
び
肥
前
国
杵
嶋
郡
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
く
に
ぶ
り
そ
の
よ
う
な
場
で
歌
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
風
俗
で
あ
る
風
土
記
歌
謡
と
、
歌
垣
を
題
材
と
し
て
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
用
例
１８
の
短
歌
と
、
歌
垣
に
お
け
る
男
女
の
掛
け
合
い
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
当
該
歌
と
で
は
、
厳
密
に
言
え
ば
位
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
但
し
、「
歌
垣
」
と
い
う
場
面
設
定
で
の
歌
と
し
て
、
同
様
の
性
質
が
あ
る
と
考
え
る
。
１１
「
我
立
ち
濡
れ
ぬ
」（
一
〇
七
番
歌
）
と
「
我
が
立
ち
濡
れ
し
」
（
一
〇
五
番
歌
）
と
の
類
似
か
ら
、
歌
群
Ｂ
に
つ
い
て
は
仮
託
の
作
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
も
、
根
底
に
「
筑
波
山
で
の
歌
垣
の
歌
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
１２
橋
本
達
雄
氏
「
大
津
皇
子
・
大
伯
皇
女
の
詩
歌
後
人
の
仮
託
か
否
か
」（『
万
葉
集
の
作
品
と
歌
風
』
笠
間
書
院
一
九
九
一
・
二
、
初
出
「
大
津
皇
子
・
大
伯
皇
女
の
詩
や
歌
は
後
人
の
仮
託
か
」﹇「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
二
五
一
九
八
〇
・
一
一
﹈）
１３
掛
け
合
い
の
相
聞
歌
の
例
と
し
て
、
万
葉
集
中
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。
イ
玉
く
し
げ
覆
ふ
を
や
す
み
明
け
て
い
な
ば
君
が
名
は
あ
れ
ど
我
が
名
し
惜
し
も
（
巻
二
・
九
三
藤
原
鎌
足
）
玉
く
し
げ
み
も
ろ
の
山
の
さ
な

さ
寝
ず
は
遂
に
あ
り
か
つ
ま
し
じ
〈
或
本
の
歌
に
曰
く
、「
玉
く
し
げ
三
室
戸
山
の
」〉
（
巻
二
・
九
四
鏡
王
女
）
ロ
み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
我
が
引
か
ば
う
ま
人
さ
び
て
否
と
言
は
む
か
も
（
巻
二
・
九
六
久
米
禅
師
）
み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
引
か
ず
し
て
強
作
留
わ
ざ
を
知
る
と
い
は
な
く
に（
巻
二
・
九
七
石
川
郎
女
）
ハ
梓
弓
引
か
ば
ま
に
ま
に
寄
ら
め
ど
も
後
の
心
を
知
り
か
て
ぬ
か
も
（
巻
二
・
九
八
石
川
郎
女
）
梓
弓
弦
緒
取
り
は
け
引
く
人
は
後
の
心
を
知
る
人
そ
引
く
（
巻
二
・
九
九
久
米
禅
師
）
１４
拙
稿
「『
万
葉
集
』
巻
二
一
〇
五
・
一
〇
六
番
歌
考
―
大
伯
皇
女
御
作
歌
に
お
け
る
歌
の
転
用
―
」（「
水
門
」
二
二
二
〇
一
〇
・
四
）
＊
『
万
葉
集
』『
風
土
記
』
の
用
例
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
―３０―
拠
っ
た
。
但
し
、
私
意
に
よ
り
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
〈
付
記
〉
本
稿
は
、
平
成
二
二
年
七
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
た
、
大
学
院
生
研
究
発
表
会
で
の
発
表
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
、
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
（
い
と
う
よ
し
み
・
実
践
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
―３１―
